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防災に対する意識と取り組み 

 

兵庫県は、安全・安心な社会づくりに向けて、阪神・淡路大震災以降、総合的な防災

や減災のための対策を推進しています。昨年は大阪府北部地震や７月豪雨、台風第 20

号、21 号など災害が相次ぎ、また、近い将来の発生が確実視されている南海トラフ地震

では強い揺れや津波が広範囲にわたって生じると予想されるなど、命を守るためには日

頃の備えが重要です。 

今後のさらなる防災・減災対策に役立てる目的のため、災害に対する意見や地域にお

ける備えの現状について、ご回答願います。 

 

参考ＵＲＬ：（参考資料ページのＵＲＬを記載） 

 

［県民のリスク認識］ 

Ｑ１ あなたが住んでいる地域は、自然災害（地震、津波、土砂災害、洪水等の災害）

に対して安全だと思いますか。 

○ 安全 

○ まあ安全 

○ やや危険 

○ 危険 

○ わからない 

 

Ｑ２ あなたは「兵庫県ＣＧハザードマップ」(※)を知っていますか。 

 

※ ５つの自然災害（洪水・土砂災害・津波・高潮・ため池災害）による浸水想定区域や危

険箇所が確認できるほか、土砂災害の危険度や河川・港湾のライブカメラ等の観測情報、

避難時に必要な知識など、防災・減災に役立つ情報を掲載したホームページ 

（兵庫県ＣＧハザードマップＵＲＬ参照） 

○ 見て、災害に備えて、身のまわりの災害による危険箇所などを確認している 

○ 見たことはある 

○ 言葉は知っているが、見たことはない 

○ 全く知らない 

 

Ｑ３ あなたは、気象情報やハザードマップなどの防災に関する情報を平常時や台風の

接近など危険が近づきつつある時にどちらから入手されていますか。（いくつでも） 

□ ひょうご防災ネット（http://bosai.net/regist/） 

□ 国、県、市町などの行政機関の広報誌やホームページ 

□ Yahoo、Google などのポータルサイト 

□ スマートフォンのアプリ 

□ 新聞 

□ テレビ 

□ ＣＡＴＶ 
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□ ラジオ 

□ 友人、知人や家族 

□ 地域の人（自治会長等） 

□ 防災無線のアナウンス 

□ 半鐘・サイレン 

□ その他（下欄に具体的にご記入ください） 

 

 

Ｑ４ あなたが住んでいる地域に、この１年以内に市町から災害時の避難情報（「避難

準備・高齢者等避難開始」・「避難勧告」・「避難指示（緊急）」）が発令されましたか。 

    

   ○ 発令された 

   ○ 発令されなかった 

   ○ 発令されたかどうか知らない 

 

Ｑ５ 前問で、「発令された」と回答された方にお伺いします。 

災害時の避難情報が発令された際に避難行動をとりましたか。 

   【避難行動の例】 

    ①避難所への立退き避難 

    ②｢近隣の安全な場所｣(近隣のより安全な場所･建物等)への立退き避難 

    ③｢屋内安全確保｣(その時点に居る建物内において、より安全な部屋等への移動) 

○ 避難行動をとった（下欄に避難行動の内容を具体的に記入ください） 

○ 避難行動をとらなかった（下欄にとらなかった理由を記入ください） 

 

 

 

Ｑ６ 弾道ミサイル情報、緊急地震速報、津波警報などを携帯電話・スマートフォンな

どでお知らせする「Jアラート（全国瞬時警報システム）」について知っていますか。 

○ 内容も含め、知っている 

○ 言葉は見聞きしたことがあるが、内容は知らない 

○ 知らない 

 

 

［自助の課題への取組］ 
Ｑ７ あなたの家では、災害に備え、普段からどのようなことについて、家族で話し合

いをしていますか。（いくつでも） 

□ 住んでいる地域の避難場所・避難経路の確認 

□ 災害時の家族との安否確認・連絡方法 

□ 非常用食料、持ち出し品等の保管場所、使用方法 

□ その他、災害発生時の行動、災害への備え等 

□ していない 
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Ｑ８ お住まいの地区で指定された避難場所を知っていますか。 

   ○ 知っている 

○ 知らない 

 

Ｑ９ あなたは、災害時の避難情報（「避難準備・高齢者等避難開始」・「避難勧告」・「避

難指示（緊急）」）について、その情報をどのような手段で提供して欲しいですか。

あてはまるものをお選びください。（いくつでも） 

□ 防災無線のアナウンス □ 市町の広報車や消防車両 

   □ インターネット（ホームページ） □ 地域の人（自治会長等） 

   □ 友人、知人や家族 □ ＣＡＴＶ 

   □ テレビ □ ひょうご防災ネット 

   □ 緊急速報メール（エリアメール） □ ラジオ 

   □ 半鐘・サイレン □ スマートフォンのアプリ 

 □ その他（下欄に具体的にご記入ください） 

 

 

 

Ｑ10 お住まいの戸建て住宅・マンション等（賃貸除く）が、昭和５６年以前に建築さ

れた方のみお答えください。（木造・鉄筋コンクリート・鉄骨造住宅にかかわらず） 

あなたは、耐震診断又は耐震補強をしましたか。 

○ 耐震診断をした結果、耐震補強の必要は無かった 

○ 耐震診断をした結果、耐震補強の必要があると診断されたが、現時点ではし

ていない（下欄にしていない理由を記入ください） 

○ 耐震診断及び耐震補強をしていない（下欄にしていない理由を記入ください） 

○ 耐震補強をした 

○ 耐震診断や耐震補強をしたかどうかわからない 

 

 

 

Ｑ11 あなたが災害に備えてしていること、現時点ではしていないが、できればしたい

と思っていることについて、あてはまるものを次の中からお選びください。（いく

つでも） 

□ 家具等の固定をしている 

□ 家具等の固定をできればしたい（下欄にしていない理由を記入ください） 

□ 家具等の固定は将来にわたってしない（下欄にしない理由を記入ください） 

□ 飲料水や食料品の備蓄をしている 

□ 飲料水や食料品の備蓄をできればしたい（下欄にしていない理由を記入くださ

い） 

□ 飲料品や食料品の備蓄は将来にわたってしない（下欄にしない理由を記入くだ

さい） 

□ 携帯トイレ又は凝固剤の備蓄をしている 

□ 携帯トイレ又は凝固剤の備蓄をできればしたい（下欄にしていない理由を記

入ください） 
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□ 携帯トイレ又は凝固剤の備蓄は将来にわたってしない（下欄にしない理由を

記入ください） 

 

 

Ｑ12   前問で「飲料水や食料品の備蓄をしている」と回答された方にお伺いします。

家庭での備蓄は何日分ですか。（【飲料水】と【食料品】それぞれ一つずつ） 

※ １日分は、飲料水では一人３リットル、食料品では３食分を目安に、それぞれ家族全員

で何日分備蓄があるかお答えください。 

□ 飲料水を 1日～２日分      □ 食料品を１日～２日分 

□ 飲料水を３日分            □ 食料品を３日分 

□ 飲料水を４日～６日分     □ 食料品を４日～６日分 

□ 飲料水を７日以上         □ 食料品を７日以上 
 

 

［共助の課題への取組］ 
Ｑ13 あなたは、この１年の間に県や市町、自治会などが行った自然災害に対する防災

訓練に参加したことがありますか。 

【訓練例】 

自治体・学校・職場等が実施する訓練、県・市町が実施する防災訓練、 

シェイクアウト訓練(※)等 

 

（※）事前登録をして、簡単なルールにより、各参加者が決められた日時に、各自それ

ぞれの場所で自主的に行う一斉訓練 

○ 参加したことがある（訓練名称が分かれば、下欄にご記入ください） 

○ 参加したことがない。でも機会があれば参加したい 

○ 参加したことがない。今後も参加するつもりはない 

○ 訓練があったかどうか知らない 

 

 

 

Ｑ14 前問で「参加したことがない。」（前問選択肢の２番目と３番目）と回答された方にお

伺いします。 

あなたが、訓練に参加しなかった理由はどれですか。（いくつでも） 

□ 訓練の必要性を感じないから 

□ 訓練場所が遠かったから 

□ 訓練時間が長かったから 

□ 自治会・町内会等の地域活動に関心がないから 

□ 家族が参加したから 

□ 面倒だったから 

□ 仕事や他の用事があったから 

□ 介助がないと参加が難しいから 

□ その他 
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Ｑ15 あなたは、兵庫県住宅再建共済制度（フェニックス共済）を知っていますか。 

○ すでに加入している 

○ 内容は知っているが加入していない（下欄に加入していない理由をご記入く

ださい） 

○ 言葉は見聞きしたことはあるが、内容は知らない 

○ 全く知らない 

 

 

［防災力強化県民運動］ 

Ｑ16 あなたは、防災対策として関心があるものはどれですか。（いくつでも） 

□ 家具の転倒防止 

□ 住宅の耐震化 

□ 食料等の備蓄 

□ 感震ブレーカー 

□ 県住宅再建共済制度 

□ 実践的な防災訓練 

□ 阪神・淡路大震災の経験・教訓 

□ 自主防災活動に関する防災講義 

□ ワークショップ、危険箇所マップづくり等 

□ 津波、豪雨災害等に備える避難訓練 

□ ひょうご安全の日推進事業助成制度 

□ その他（下欄に具体的にご記入ください） 

 

□ 関心はない 

 

 

Ｑ17  津波や豪雨災害において安全に避難するために、あなたの地域で取り組まれてい

ることは何ですか。（いくつでも） 

□ フェンス、電柱等に海抜と津波高、避難場所の方向を表示 

□ 避難路沿道で倒壊の危険のある建物や豪雨時に土砂崩れの危険性のある地点

の表示 

□ 津波や豪雨災害を想定した避難訓練の実施 

□ 災害時に避難行動や生活面等で何らかの配慮を要する人への支援体制づくり 

□ 避難したことを示す標識（シール等）の作成・配布 

□ していない 

□ 知らない 

□ その他（下欄に具体的にご記入ください） 
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Ｑ18 地震や豪雨などの災害が発生したときに、あなたの近所に住んでいる高齢者、障

害者、妊産婦、外国人など、自力で避難することが困難な人（あなたの家族を除く）

に対して、あなたはどのような協力ができそうだと思いますか。（いくつでも） 

□ 安否の確認 

   □ 災害状況や避難情報などの伝達 

   □ 本人の家族や親戚等へ連絡 

   □ 一時的な保護（あなたの自宅での保護など） 

   □ 避難所等までの避難誘導・補助 

   □ 応急手当 

□ 協力できそうにない 

□ 何をすればよいかわからない 

□ その他(下欄に具体的にご記入ください) 

 

 

Ｑ19   前問で「協力できそうにない」と回答された方にお伺いします。あなたが協力

できそうにないのはどのような理由からですか。（いくつでも） 

□ 自分や自分の家族が避難するだけで手一杯だから 

□ 自分の年齢や体調等を考えると、自信がないから 

□ 仕事の都合等で地域を離れている時間が長いから 

□ 近所付き合いがないため、自力で避難することが困難な人がどこにいるかわ

からないから 

□ 消防や警察が助けてくれると思うから 

□ 他の誰かがやると思うから 

□ 障害者や外国人等にどう接すればよいかわからないから 

□ 他人の命を預かる責任を負えないから 

□ その他（下欄に具体的にご記入ください） 

 

 

 

Ｑ20 その他、防災・減災について、ご意見等があれば、お聞かせください。（下欄に

自由にご記入ください。） 
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第４回県民モニターアンケート「防災に対する意識と取り組み」の調査結果 

第４回県民モニターアンケート調査「防災に対する意識と取り組み」の調査結果をとりま
とめました。 
アンケート結果は、防災・減災対策の推進や防災力強化県民運動の展開に活用します。  
 
 
１ 調査概要 

(1) 調査対象者：県民モニター2,503 人 
(2) 調査期間：平成 31 年１月 11 日(金) 

～１月 25 日(金)[15 日間] 
(3) 調査方法：県ホームページ上のアンケートフォームに入力  
(4) 回答者数：1,804人(回答率 72.1％) 
 
 

２ 調査結果の概要 

項目 結果概要 

居住地域の災害に対

するリスク認識［Q1］ 

住んでいる地域が、自然災害に対して「安全(14.7%)」だと思う

人と「まあ安全(58.4%)」だと思う人は、合わせて 73.1%となった。 

県ＣＧハザードマッ

プの認知度     ［Q2］ 

県ＣＧハザードマップを「見て、災害に備えて実際に活用してい

る」人は、前回より 16.7 ポイント増加し、28.7％となった。 

防災情報の入手方法 

         ［Q3］ 

「テレビ(72.1%)」が最も多く、次いで「Yahoo 等のポータルサ

イト(45.8%)」、「ひょうご防災ネット(36.3%)」が多い。 

避難情報の発令状況

と発令時の行動 

［Q4、Q5］ 

 この１年以内に住んでいる地域に避難情報が「発令された」のは

34.8%であった。「発令された」と答えた人のうち｢避難行動をとっ

た｣のは 22.5%、｢避難行動をとらなかった｣のは 77.5%となった。 

「避難行動をとった」人の避難行動の内容は「屋内の安全な部屋

への避難」が最も多い。一方、「避難行動をとらなかった」理由は

「避難するより自宅にいる方が安全と思ったから」が最も多い。 

災害に備えた家族で

の話合い      ［Q7］ 

 災害に備え、普段から家族で話し合っていることについて、「地

域の避難場所・経路の確認(58.8%)」が最も多く、次いで「非常用

食料等の保管場所、使用方法(46.2％)」、「災害時の安否確認方法・

連絡方法(39.5%)」が多い。 

望ましい避難情報提

供手段        ［Q9］  

｢緊急速報メール[エリアメール](62.7%)」と｢テレビ(62.0%)」が

６割台で上位を占め、前回４番目であった｢インターネット[ホーム

ページ](51.3%)」が３番目となった。 

災害への備え 

［Q11、Q12］ 

災害への備えとして「飲料水や食料品の備蓄」をしている人は

72.5%、「家具等の固定」をしている人は 47.1%、「携帯トイレ又は

凝固剤の備蓄」をしている人は 28.8%であった。 

飲料水や食料品の備蓄量について、「１日～２日」と答えた人は、

飲料水で 46.7%、食料品で 46.1%、「３日」と答えた人は、飲料水で

31.9%、食料品で 33.6%であった。 

防災訓練への参加 

（最近 1年以内） 

     ［Q13、Q14］ 

この１年以内に防災訓練へ｢参加したことがある｣のは 22.5%、「参

加したことはないが、機会があれば参加したい」は 51.5%となった。 

参加したことがない理由は「仕事や他の用事があったから」が

58.0%で最も多い。 

作 成 年 月 日 平成 31 年３月 11 日日

作成部局課室名 企画県民部広聴課課

 ＜参考－対象者及び回答者属性＞ 
 対象者 回答者 回答率 
総  数 2,503 1,804 72.1% 
性
別 
男 性 1,189 895 75.3% 
女 性 1,314 909 69.2% 

年
代
別 

10～20代 150 72 48.0% 
30 代 304 181 59.5% 
40 代 520 337 64.8% 
50 代 500 391 78.2% 
60 代 517 418 80.9% 
70 代以上 512 405 79.1% 
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３ 調査結果 
 

項目 アンケート結果 

居住地域の災害に対
するリスク認識 
［Ｑ１］（１つ選択） 

Ｑ１ あなたが住んでいる地

域は、自然災害（地震、津波、
土砂災害、洪水等の災害）に対
して安全だと思いますか。 

 
 

 

 

 

 

「兵庫県ＣＧハザード
マップ」の認知度 
［Ｑ２］（１つ選択） 

Ｑ２ あなたは「兵庫県ＣＧハ
ザードマップ」を知っています
か。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

安全 まあ安全 わからない やや危険 危険

14.7%

15.2%

15.8%

58.4%

57.1%

58.0%

2.4%

3.0%

1.9%

19.7%

19.1%

18.8%

4.7%

5.5%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H31.1

H30.1

H29.1

28.7%

12.0%

12.1%

42.5%

42.9%

40.4%

20.1%

23.1%

22.8%

8.8%

22.0%

24.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H31.1

H30.1

H29.1

見て、災害に備えて

実際に活用している
見たことはある

言葉は知っているが、

見たことはない
全く知らない
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防災情報の入手方法
［Ｑ３］(いくつでも選択) 

Ｑ３ あなたは、気象情報やハ
ザードマップなどの防災に関
する情報を平常時や台風の接
近など危険が近づきつつある

時にどちらから入手されてい
ますか。 
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72.1%

45.8%

36.3%

31.3%

30.8%

23.9%

19.2%

15.3%

8.8%

5.4%

4.8%

3.8%

2.2%

71.4%

46.8%

38.3%

27.4%

29.8%

20.8%

21.6%

16.7%

8.8%

7.9%

4.8%

6.3%

2.0%

72.2%

43.4%

39.6%

27.2%

27.5%

20.1%

24.9%

20.4%

9.3%

8.1%

5.0%

1.0%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80%

テレビ

Yahoo、Googleなどのポータルサイト

ひょうご防災ネット

国、県、市町などの行政機関の

広報誌やホームページ

スマートフォンのアプリ

新聞

ラジオ

防災無線のアナウンス

友人、知人や家族

地域の人（自治会長等）

CATV

半鐘・サイレン

その他
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避難情報の発令状況 
［Ｑ４］（１つ選択） 

Ｑ４ あなたが住んでいる地
域に、この１年以内に市町から
災害時の避難情報（「避難準
備・高齢者等避難開始」・「避難

勧告」・「避難指示（緊急）」）が
発令されましたか。 

 

 

 

 

 

 

避難情報発令時の行
動［Ｑ５］（１つ選択） 

※ ［Ｑ４］で、「発令された」
と回答した人（627 名）に質問。 

Ｑ５ 前問で、「発令された」

と回答された方にお伺いしま
す。災害時の避難情報が発令さ
れた際に避難行動をとりまし

たか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 

[避難行動をとった人の、避難行動の内容(63 件)のうち、主なもの] 

・安全な部屋への避難（屋内安全確保）(38 件) 

・避難所や親戚の家などへの避難 （8件) 

 

[避難行動をとらなかった理由(447 件)のうち、主なもの] 

  ・避難するより自宅にいる方が安全だと思った（145 件） 

  ・様子をみて大丈夫だと思った、避難するほどではないと思った（115 件） 

 

「J アラート」の認知
度［Ｑ６］（１つ選択） 

 

Ｑ６ 弾道ミサイル情報、緊急

地震速報、津波警報などを携帯

電話・スマートフォンなどでお

知らせする「J アラート（全国

瞬時警報システム）」について

ご存じですか。 

 

 

77.5%

69.2%

20.6%

28.5%

1.9%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H31.1

H30.1

発令された

34.8%

発令されな

かった 54.4%

発令されたか

どうか知らない

10.8%

避難行動を

とった 22.5%

避難行動をと

らなかった

77.5%

内容も含め知っている

言葉は見聞きしたことはある

が内容は知らない 知らない
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災害に備えた家族での
話合い 
［Ｑ７］（いくつでも選択） 

Ｑ７ あなたの家では、災害に
備え、普段からどのようなこと
について、家族で話し合いをし
ていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

避難場所の認知度 
［Ｑ８］（１つ選択） 

Ｑ８ お住まいの地区で指定
された避難場所を知っていま

すか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている 知らない

91.6%

87.6%

86.9%

8.4%

12.4%

13.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H31.1

H30.1

H29.1

H31.1
H30.1
H29.1

58.8%

46.2%

39.5%

19.4%

15.1%

53.8%

38.0%

38.6%

16.3%

21.0%

55.0%

39.2%

37.2%

18.1%

18.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

地域の避難場所

・経路の確認

非常用食料等の保管

場所、使用方法

災害時の安否確認

・連絡方法

災害発生時の行動、

災害への備え等

していない
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望ましい避難情報提供
手段 
［Ｑ９］(いくつでも選択) 

Ｑ９ あなたは、災害時の避難
情報（「避難準備・高齢者等避
難開始」・「避難勧告」・「避難指
示（緊急）」）について、その情

報をどのような手段で提供し
て欲しいですか。あてはまるも
のをお選びください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震診断・耐震補強の
実施状況 
［Ｑ１０］（１つ選択） 

※ 住んでいる戸建て住宅・マ
ンション等（木造・鉄筋コンク

リート・鉄骨造住宅にかかわら
ず。賃貸除く。）が、昭和５６
年以前に建築された人（632

人）が回答。 

Ｑ１０ あなたは、耐震診断又
は耐震補強をしましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.7%

62.0%

51.3%

45.3%

41.9%

33.6%

26.6%

23.9%

17.4%

16.0%

7.0%

6.3%

1.6%

60.5%

59.1%

47.7%

52.3%

46.7%

31.3%

23.5%

26.1%

19.9%

19.0%

6.7%

7.2%

1.0%

58.9%

60.1%

40.7%

53.7%

62.4%

29.2%

20.3%

29.3%

6.7%

18.3%

7.0%

7.8%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

緊急速報メール（エリアメール）

テレビ

インターネット（ホームページ）

市町の広報車や消防車両

防災無線のアナウンス

ひょうご防災ネット

スマートフォンのアプリ

ラジオ

半鐘・サイレン

地域の人（自治会長等）

ＣＡＴＶ

友人、知人や家族

その他
H31.1
H30.1
H29.1

耐震診断をした結

果、耐震補強の必

要はなかった 22.8%

耐震補強の必要が

あると診断された

が、現時点ではして

いない 6.2%

耐震診断及び耐震

補強をしていない

30.9%

耐震補強をした

9.8%

耐震診断や耐震補

強をしたかどうかわ

からない 30.4%
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災害への備え 
［Ｑ１１］（それぞれ１つ選択） 

Ｑ１１ あなたが災害に備え
てしていること、現時点ではし
ていないが、できればしたいと

思っていることについて、あて
はまるものを次の中からお選
びください。 

【飲料水や食料品の備蓄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家具等の固定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【携帯トイレ又は凝固剤の備蓄】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

固定している していないが、できればしたい 将来にわたってしない

備蓄している していないが、できればしたい 将来にわたってしない

備蓄している していないが、できればしたい 将来にわたってしない

47.1%

43.8%

42.3%

42.6%

45.3%

47.3%

10.3%

10.9%

10.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H31.1

H30.1

H29.1

72.5%

67.4%

67.6%

23.3%

27.8%

27.5%

4.2%

4.8%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H31.1

H30.1

H29.1

28.8%

26.8%

25.7%

54.9%

56.1%

56.8%

16.4%

17.0%

17.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H31.1

H30.1

H29.1
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飲料水や食料品の備蓄
［Ｑ１２］（それぞれ１つ選択） 

※ ［Ｑ１１］で「飲料水や食
料品の備蓄をしている」と答え
た人(1,308 名)に質問 

Ｑ１２ 家庭での備蓄は何日
分ですか。（【飲料水】と【食料
品】それぞれ一つずつ） 
※ １日分は、飲料水では一人

３リットル、食料品では３食分
を目安に、それぞれ家族全員で
何日分備蓄があるかお答えく

ださい。 

 

【飲料水】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【食料品】 

 

 

44.2%

44.6%

46.7%

33.7%

33.6%

31.9%

11.8%

12.1%

12.8%

8.1%

8.4%

8.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29.1

H30.1

H31.1

44.7%

46.1%

46.1%

33.4%

30.4%

33.6%

11.2%

11.3%

12.8%

7.8%

9.2%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29.1

H30.1

H31.1

1日～2日 3日 4日～6日 7日以上

1日～2日 3日 4日～6日 7日以上
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防災訓練への参加 
(最近１年以内) 
［Ｑ１３］ 

Ｑ１３ あなたは、この１年の
間に県や市町、自治会などが行

った自然災害に対する防災訓
練に参加したことがあります
か。 

 

 

 

 

参加したことがない
理由 
［Ｑ１４］（いくつでも選択） 

※ ［Ｑ１３］で「参加したこ

とがない。でも機会があれば参

加したい」「参加したことがな

い。今後も参加するつもりはな

い」と答えた人（1,099 名）に

質問 

Ｑ１４ 前問で「参加したこと

がない。」と回答された方にお

伺いします。あなたが訓練に参

加しなかった理由はどれです

か。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

          

兵庫県住宅再建共済制
度の認知度 
［Ｑ１５］（１つ選択） 

Ｑ１５ あなたは、兵庫県住宅
再建共済制度（フェニックス共

済）を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すでに加入している
内容は知っているが加

入していない

言葉は見聞きしたことは

あるが内容は知らない
全く知らない

参加したことがあ

る 22.5%

参加したことがな

い。でも機会があ

れば参加したい
51.5%

参加したことはな

く、今後も参加する

つもりはない 9.4%

訓練があったかど

うか知らない

16.6%

16.9%

17.7%

18.1%

34.5%

31.6%

35.3%

35.2%

35.9%

34.8%

13.4%

14.8%

11.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H31.1

H30.1

H29.1

58.0%

9.9%

9.3%

8.9%

5.8%

5.4%

2.8%

2.3%

17.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

仕事や他の用事があったから

面倒だったから

訓練の必要性を感じないから

訓練場所が遠かったから

自治会・町内会等の地域活動に関心がないから

家族が参加したから

訓練時間が長かったから

介助がないと参加が難しいから

その他
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防災対策の関心度 
［Ｑ１６］(いくつでも選択) 

Ｑ１６ あなたは、防災対策と
して関心があるものはどれで
すか。 

 

安全に避難するための
地域での取組 
［Ｑ１７］(いくつでも選択) 

Ｑ１７  津波や豪雨災害にお
いて安全に避難するために、あ

なたの地域で取り組まれてい
ることは何ですか。 

 

 

 

 

 

62.4%

56.5%

46.6%

29.2%

28.0%

25.7%

18.7%

16.2%

15.9%

15.1%

6.9%

3.3%

1.7%

62.5%

54.5%

45.9%

34.2%

28.2%

24.8%

20.1%

17.6%

14.4%

18.1%

7.2%

3.0%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

食料等の備蓄

家具の転倒防止

住宅の耐震化

実践的な防災訓練

阪神・淡路大震災の経験・教訓

感震ブレーカー

津波、豪雨災害等に備える避難訓練

県住宅再建共済制度

ワークショップ、危険箇所マップづくり等

自主防災活動に関する防災講義

ひょうご安全の日推進事業助成制度

その他

関心はない

H31.1
H30.1
H29.1

H31.1
H30.1

24.3%

12.3%

11.9%

11.3%

5.5%

16.3%

41.4%

2.2%

21.1%

12.6%

10.1%

12.4%

6.5%

16.8%

42.8%

2.2%

22.2%

11.8%

9.5%

13.8%

4.4%

15.3%

42.2%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

フェンス等に避難場所等の方向を表示

災害時に避難行動や生活面等で何らかの配慮を

要する人への支援体制づくり

避難路沿道で倒壊の危険のある建物等の表示

豪雨災害等を想定した避難訓練の実施

避難したことを示す標識の作成・配布

していない

知らない

その他
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要援護者の避難への協
力［Ｑ１８］(いくつでも選択) 

Ｑ１８ 地震や豪雨などの災
害が発生したときに、あなたの
近所に住んでいる高齢者、障害
者、妊産婦、外国人など、自力

で避難することが困難な人（あ
なたの家族を除く）に対して、
あなたはどのような協力がで

きそうだと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

協力できそうにない
と考える理由 
[Ｑ１９](いくつでも選択) 

※ ［Ｑ１８］で「協力できそ
うにない」と答えた人（171 名）

に質問 

Ｑ１９ あなたが協力できそ
うにないのはどのような理由
からですか。 

  

【 問い合わせ先 】 

企画県民部広聴課 (TEL078-362-3021)  

※ H30.1 から追加した選択肢 

※ 

56.1%

44.4%

36.8%

14.0%

9.9%

6.4%

3.5%

0.0%

12.3%

59.6%

48.6%

36.3%

16.4%

12.3%

3.4%

2.7%

1.4%

6.8%

56.6%

44.8%

30.8%

8.4%

12.6%

4.2%

3.5%

11.2%

0% 20% 40% 60% 80%

自分や自分の家族が避難するだけで手一杯だから

自分の年齢や体調等を考えると、自信がないから

自力避難が困難な人がどこにいるかわからないから

仕事の都合等で地域を離れている時間が長いから

他人の命を預かる責任を負えないから

障害者や外国人等に

どう接すればよいかわからないから

消防や警察が助けてくれると思うから

他の誰かがやると思うから

その他

H31.1
H30.1
H29.1

H31.1
H30.1
H29.1

63.0%

48.1%

46.6%

26.9%

22.6%

16.7%

9.5%

10.4%

1.8%

63.4%

49.6%

47.8%

29.9%

28.8%

18.9%

7.9%

10.8%

1.5%

63.3%

51.6%

52.2%

28.6%

27.6%

18.9%

8.1%

11.1%

2.3%

0% 20% 40% 60%

安否の確認

災害状況や避難情報などの伝達

避難所等までの避難誘導・補助

本人の家族や親戚等へ連絡

一時的な保護

応急手当

協力できそうにない

何をすればよいかわからない

その他
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（参考）平成 30 年度県民モニター調査実績 

○平成 30年度調査実績 

回 調査テーマ 調査期間 回答率 

第１回 カムバックひょうごの取組 5 月 28 日～6月 11 日 78.3％ 

第２回 地域安全まちづくりの推進について 7 月 30 日～8月 13 日 74.5％ 

第３回 猫を取り巻く現状と課題について 11 月 26 日～12 月 10 日 74.4％ 

第４回 防災に対する意識と取り組み 1 月 11 日～1月 25 日 72.1％ 

○対象者及び回答者属性別実績 

区分 第１回 第２回 第３回 第４回 
4 回とも回答
した人数 

総数 
対象者(人) 2,289 2,331 2,489 2,503 

1,313 回答者(人) 1,793 1,736 1,851 1,804 
回答率 78.3% 74.5% 74.4% 72.1% 

性
別 

男性 
対象者(人) 1,113 1,128 1,185 1,189 

695 回答者(人) 912 876 905 895 
回答率 81.9% 77.7% 76.4% 75.3% 

女性 
対象者(人) 1,176 1,203 1,304 1,314 

618 回答者(人) 881 860 946 909 
回答率 74.9% 71.5% 72.5% 69.2% 

年
代
別 

10～20 代 
対象者(人) 121 125 146 150 

34 回答者(人) 66 58 73 72 
回答率 54.5% 46.4% 50.0% 48.0% 

30 代 
対象者(人) 264 269 299 304 

113 回答者(人) 181 173 193 181 
回答率 68.6% 64.3% 64.5% 59.5% 

40 代 
対象者(人) 462 473 516 520 

225 回答者(人) 344 330 358 337 
回答率 74.5% 69.8% 69.4% 64.8% 

50 代 
対象者(人) 453 464 499 500 

272 回答者(人) 358 355 387 391 
回答率 79.0% 76.5% 77.6% 78.2% 

60 代 
対象者(人) 485 494 517 517 

340 回答者(人) 420 410 431 418 
回答率 86.6% 83.0% 83.4% 80.9% 

70 代以上 
対象者(人) 504 506 512 512 

329 回答者(人) 424 410 409 405 
回答率 84.1% 81.0% 79.9% 79.1% 

○過去 3年の実績 

年度 回 調査テーマ 回答率 

H29 

第１回 ひょうごの医療と介護 78.2％ 

第２回 兵庫県の広報活動 74.0％ 

第３回 受動喫煙対策について 75.4％ 

第４回 防災に対する意識と取組 71.1％ 

H28 

第１回 食の安全安心について 79.4％ 

第２回 地球温暖化対策と総合治水の取組について 71.2％ 

第３回 消費生活について 74.8％ 

第４回 県民の防災意識及び取組状況 71.0％ 

H27 

第１回 動物愛護に関する意識について 76.6％ 

第２回 地域安全まちづくりの推進について 70.6％ 

第３回 認知症対策ついて 70.4％ 

第４回 県民の防災意識及び取組状況 66.0％ 
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